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第 1章 緒言	

Instagram の統計によると、2018 年 12 月現在、世界での月間アクティブユーザー数は約 10

億、1日あたりのアクティブユーザー数は約 5億、また 1日あたりのストーリーズのアクティブユー

ザー数は約 4億となっている。また、フェイスブックジャパンは日本国内の月間利用者数が 9月

に 2900万人を突破したと発表した。この 1年間で 900万人増加したことになる。	

日本では「インスタ映え」という言葉が生まれ、日常会話の中でも使われるほど浸透している。

2017年の第 34回ユーキャン新語・流行語大賞では、「インスタ映え」が年間大賞を受賞した。そ

の公式サイトには「テキストよりも大事なものは画像。SNS での「いいね！」を獲得するために、誰

もがビジュアルを競い合う。インスタグラムの投稿者だけではなく、ケータイで写メを撮る行為に

「インスタ映え」という意識が浸透した。一枚の写真は小さなステージであり、そこでは誰もが主人

公」と紹介されている。	

今やインスタグラマーという職業が存在し、ビジネスのプラットフォームとしても価値が高まって

いる。	

また近年スポーツマーケティングにおいても、SNS の利用は重要視されるようになっている

(Pronschinske,	Groza,	&	Walker,	2012;	Walsh,	Clavio,	Lovell,	&	Blaszka,	2013	)。

スポーツ消費者の多くは SNS をスポーツの情報取集、意思決定、口コミなどに対して利用してい

ることが明らかになっている(Filo	2015)。Yoonら(2016)はアメリカ大学スポーツを対象に行った

研究においてSNSによるマーケティングが重視されるようになっており、SNS上で多く宣伝すると、

その後の試合のチケット購入が増加することを明らかにした。またファンたちはテレビなどのメデ

ィアより Facebookや Twitter などからチームに関する情報を入手する傾向にあり、試合会場に
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おいても観戦中に SNSでチームの最新情報などを検索するようになっていると述べている。	

また、巷に溢れるネットニュースも Instagram の投稿から記事になるケースも多く見受けられる。

特に、不適切な発言や投稿についてはメディアに取り上げられることで大きなニュースとなり、拡

散され、時に社会問題になる。	

プロ野球界においては、2019 年１月３日、読売ジャイアンツの監督に 3 度目の就任を果たした

原辰徳監督が選手に対して SNS禁止を促す趣旨の発言をしたという記事が東スポ Webに掲載さ

れた。この記事によると原氏は「俺ね、有名人たちがＳＮＳとかで自分で話すじゃない？ あれダ

メだと思うね。あれは都合良すぎだよ。有名人ならば堂々といっとかなきゃな」と発言している。さ

らにはチームのＳＮＳ使用状況を関係者に確認し、「ジャイアンツの選手もやっちゃいかんです

よね？ 言いたいことがあったら俺達（首脳陣）に言えと。あるいは新聞記者に言えと」「やっぱり

メディアの後ろにファンがいる、という結びつけがいちばん大事だと思うけどね」「例えば（事実無

根の）何かに対しての反論だったらまだ分かるよ」「自分から発信するっていうのは、果たして有

名人としてファンに対して、メディアの人に対してどうなのかなと思うね。基本的にやるべきじゃな

いよな」とも発言している。	

 2018 シーズン、読売ジャイアンツでは SNS 上への不適切な投稿により処分を科された選手が

いた。2018 年 6 月 10 日深夜から 11 日未明にかけて、篠原慎平（当時 28 才）と河野元貴（当

時 27 才）が都内の飲食店で知人の男女 10 人と飲食中、裸の動画を Instagram のストーリーズ

上に投稿した。いわゆる「鍵アカ」での知人のみに公開された投稿であったが、その動画が拡

散。両選手は同月 13 日から謹慎となり、7 月 8 日から二軍の練習に合流したものの、2018 シー

ズン中の無期限の出場停止と 2018 シーズンの年俸のうち 7 月以降支給予定の金額の 20％に
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当たる罰金を科された。奇しくも両選手はこのシーズンのオフに戦力外通告を言い渡された。原

氏の“SNS 禁止発言”は、この一件をはじめとする選手の SNS の不適切な使用が背景にあると

思われる。 

 また 10 月 1 日には、阪神タイガースの西岡剛が自身の Instagram で戦力外通告を受けたこと

を明かした。球団から発表がおこなわれる前の投稿であったことから、物議を醸した。 

一方で、『ファンが調べた プロ野球 SNS&検索ワードランキング 2018』（日本文芸社,2019）なる

ムック本が発売された。表紙には「今季、もっとも「つぶやかれ」「書き込まれ」「検索された」プロ

野球選手は誰だ！？」というキャッチコピーが表紙に記されている。成績だけではなく、ネットを

活用して選手の注目度や影響度を調べ、選手たちの本当の人気をあぶり出すといった内容だ。

そこには「今では選手が SNSを活用するケースは決して珍しくないし、各球団もオフィシャルのア

カウントからチケットやイベントの情報を発信している。その意味で、プロ野球選手個々の人気、

話題性＝価値を測るうえで「ネットの上での反響」は大きなウェイトを占めるのではないか」といっ

た記述がある。 

近年各球団が主催するイベントは女性をターゲットにしたものが増加し、Instagram と連動させ

た企画が多く見受けられる。 

 SNS を活用することで新たなファンを獲得し、人気に繋げるためには何が必要なのか。そこで

本研究では、プロ野球選手の Instagramの利用における現状とフォロワー数が多い選手がどの

ような投稿をおこないフォロワーを獲得しているのか調査した。	

第 2章 先行研究の検討	

第 1節 Instagramに関する研究	
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Instagramは、米国時間 2010年 10月 6日にリリースされた写真共有アプリである。	

Miles（2014）によると、Instagram の投稿は、他のソーシャルネットワーキングサイトよりも保存

期間が長いと考えられている。	

 2017 年 2 月 22 日には、1 つの投稿に複数の写真や動画をシェアできる機能が追加された。

それまでは 1投稿につき写真や動画を 1枚しかシェアすることができなかったが、この機能によ

り最大 10枚までまとめて投稿することが可能になった（Instagram,	 Our	 Story）。よって、投稿

数と投稿枚数は異なる。	

	

第 2節 アスリートのブランディングに関する研究	

アスリートのブランディングについて Arai	et	al.（2013）の研究によると、アスリートのブランドイ

メージは 3つの要素から構成されている。1つ目は成績や競技スタイル、スポーツマンシップ、ラ

イバル関係といったパフォーマンス。2 つ目は、身体的魅力、シンボル、ボディフィットネスといっ

た魅力的な容姿。そして 3 つ目は、ライフストーリー、ロールモデルになること、ファンとの関係と

いった市場性の高いライフスタイルである。	

 つまり、Instagram上での写真や動画の投稿によってブラランドイメージの構築が可能であると

言える。	

	

	

第 3節 Instagramを利用したアスリートのセルフプレゼンテーションに関する研究	

 Eagleman	&	Burch（2015）の研究では、アスリートの Instagramに投稿された写真を 6つのカ
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テゴリーに分類し、さらにアスリート本人が登場しているものに関して 5 つに分類している。写真

のカテゴリーは、アスリートの私生活に関するもの、アスリートのビジネスライフに関するもの、アス

リートのスポーツに関連するもの、他のスポーツやアスリートに関するもの、リポストの写真・ファン

にとって最初に投稿されたもの、ポップカルチャーやランドマークに焦点を当てたものの 6 つで

ある。アスリート本人が登場するも写真については、アスリートがスポーツアパレルを着用してス

ポーツに没頭しているもの、スポーツアパレルを着用しているがポーズをとって撮影したもの、私

服などを着用したスポーツ以外の場面、性を感じさせるもの、コラージュなど複数の写真が表示

されているものの 5つである。	

 しかし、Pegoraro’s（2010）の研究を遡ったところ、「内容に基づき、いくつかのツイートを 2つの

カテゴリーに割り当てられることが可能であった」との表記があった。よって、カテゴリー間を跨ぐ

ポストがあることが示唆された。	

 本研究では 1 枚の写真につき１つのカテゴリーに分類するのではなく、複数のカテゴリーに跨

る投稿として分類をおこなう。	

	

第 4節 先行研究のまとめ	

日本において、アスリートと SNS を関連づけた先行研究はあまり見られない。また、Instagram

は毎月のようにアップデートされ、新しい機能が追加されているため、先行研究とは投稿の内容

に変化が生じている。	

	

第 3章 研究目的	
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 本研究では、12 球団に所属するプロ野球選手の Instagram の利用状況を明らかにする。そ

の上で、日本人登録選手のうちフォロワー数上位 10 人がどのような写真の投稿をおこなってい

るか、その傾向を明らかにする。今後のマーケティング戦略の一助となると考えられる。	

	

第 4章 研究方法	

第１節 調査対象と調査時期	

日本プロ野球機構（NPB）と 2018 シーズン開始前に契約を結んだ支配下登録選手 828 人と育

成登録選手 90人、合計 918人のうち、日本人選手 837人を調査対象とする。	

調査期間は 2018シーズンの契約終了日である 2018年 1１月 30日までとする。	

	

第 2節 調査手続き	

 本研究は、まず全プロ野球選手の Instagramのアカウントの有無について調査をおこなうとこ

ろから始めた。公式マークを有するもの、球団の公式 Instagramアカウントがフォローをしている

ものについては、本人のアカウントであると確定する。該当しないものに関しては、最低 3人のプ

ロ野球選手と相互にフォローしているものを本人のアカウントであるとみなす。	

上記の選手について、2018シーズンの契約終了日である 2018年 1１月 30日にフォロワー数と

投稿数を確定し、フォロワー数ランキングを作成する。	

 フォロワー数上位 10選手について、12月 1日以降、各選手の最初の投稿から 11月 30日ま

でのすべての写真をパソコン上でスクリーンショットで保存する。対象を選定する際に、フォロワ

ー数が 50,000 以上の選手について分析をおこなったが、投稿内容に差が見られず、また投稿
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数も少ないことから、上位 10名に絞った。	

それらの写真を分類したのち、スポーツマネジメントを専攻する大学院生 2 名と一緒に 1 枚ず

つ検証・議論をおこない、最終的に分類番号を確定した。	

 フォロワー数上位 10選手について投稿内容の分析をおこない、その傾向を調査する。	

	

第 3節 分析方法	

 Eagleman & Burch（2015）に基づき投稿写真の分類をおこなったところ、カテゴリー間をまたぐ

投稿についての分類がなされていなかった。当時と比べて Instagramの機能が追加・変更されて

いることもあり、写真の種類に該当しないものが数多く存在した。そこで、より詳細に分類するた

め新しいカテゴリーを追加し、日本のプロ野球に合わせた定義に加筆修正した。最終的なカテ

ゴリーの詳細は表１の通りである。 

	

	

第 5章 研究結果	



	

	 8	

第 1節	日本人プロ野球選手の Instagram利用状況	

 日本人選手 837人のうち Instagramアカウントを有し、公開設定で投稿をおこなっている選手

は 351人である。全体の 42％で半数に満たないことが明らかになった。	

 年齢別に見ると、18才と 19才の高卒選手から 20代前半の選手の利用が活発であることがわ

かる。	

	

	

	

		

	

 	

選手のアカウント保有率が 50%を超えている球団が、福岡ソフトバンクホークス、埼玉西武ライオ

ンズ、オリックス・バファローズの 3球団であった。最も保有率が低いのは東京ヤクルトスワローズ

の 23％であった。	

図 1︓年齢別 ⽇本⼈選⼿の⼈数と Instagram アカウント保有者

数 
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第 2節	日本人プロ野球選手の Instagram公開アカウント	

 日本人プロ野球選手の Instagram公開アカウント保有者 351人のフォロワー数のランキングを

11月 30日時点で算出した。１位は北海道日本ハムファイターズの中田翔（306,000）、2位は同

じく北海道日本ハムファイターズの杉谷拳士（247,000）、3 位は福岡ソフトバンクホークスの柳田

悠岐（202,000）であった。	

 上位10選手の中でフォロワー数に大きな差があり、1位の中田翔と2位の杉谷拳士で約6万、

10位の今村猛とは約 4 倍の差がある。中位の 10選手は 7,000〜6,500の間で推移している。

下位 10選手に至っては、フォロワー数が 1,000を切っている。	

図 2︓球団別 ⽇本⼈選⼿ Instagram 公開アカウント 

数 
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 また、1位から 351位までのフォロワー数と順位についてによると、上位選手のみ大きな差があ

り、なだらかに減少していくことがわかる。	

	

図 3︓年齢別 ⽇本⼈選⼿ Instagram フォロワー数と順位 
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第 3節 日本人プロ野球選手のフォロワー数上位 10選手の利用状況	

	日本人プロ野球選手のフォロワー数上位 10選手の Instagramの利用状況について焦点を当

てて見ていく。	

投稿開始日、それぞれの投稿開始日から2018年 11月 30日までの日数、投稿数、投稿枚数、

フォロワー数を算出した。その結果、投稿開始日が早く投稿期間が長いこと、投稿数や投稿枚

数が多いことがフォロワー数に直結しているとは言えない。（表 4、図 4、図 5）	
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図 4︓フォロワー数と投稿枚数の相関 

図 5︓フォロワー数と投稿数の相関 
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また、上位 10 選手の投稿数を月別で比較したところ、シーズンオフに入る 10 月からシーズン

が開幕する 3月までの投稿が多く、シーズン中である 4月から 9月にかけては投稿が大幅に減

少する傾向にあることが明らかになった。オールスターゲームとそれに伴ったオフがある 7 月は

投稿数が増加していることがわかる。（図 6）	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 6︓フォロワー数上位 10 選⼿の⽉別投稿数 
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第 3節 日本人プロ野球選手のフォロワー数上位 10選手の投稿写真の分類	

先行研究に基づいて、日本人プロ野球選手の上位 10 選手それぞれの投稿開始日から 2018

年 11月 30日までに投稿された写真 2188枚の分類をおこなったところ、A〜Jの 8項目とアスリ

ートが登場する 1〜5の 5項目の各カテゴリに該当する写真の枚数と全体の割合は表 5のように

なった。	

私生活に関する写真である Aが 1117枚（46%）と最も割合が高く、次いでビジネスライフに関す

る写真 B が 896 枚（37.1%）、野球に関連する写真 C が 852 枚（35.3%）、動画の H が 301 枚

（12.5%）、他のスポーツやアスリートの写真 Dが 164枚（6.8%）、ポップカルチャーやランドマーク

の写真 Fが 152枚（6.3%）、インターネットやスクリーンキャプチャーの写真 Gが 75枚（3.1%）、ア

プリを利用した写真 Iが 41枚（1.7%）、判定不能であった Jは 2枚（0.1%）、リポストの投稿は 1

枚（0.0%）であった。競技に関する投稿よりも私生活に関する投稿の方が割合が高いことが明ら

かになった。	

アスリート本人が登場した写真は、スポーツ以外の場面で撮影された 3の写真が 586枚（24.2%）

と最も多い。またユニフォームやスポーツウエアを着用している写真では、1 の運動に没頭して

いるものが 86枚（3.6%）であるのに対し、2のポーズをとっているものは 351枚（14.5%）と 4倍も

多いことがわかった。組み合わせの写真 5 は 49 枚（2.0%）。性的魅力にフォーカスした写真は

10枚（0.4%）であった。	
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さらに、上位 10選手のそれぞれの投稿について、A〜Jの 8項目と選手自身が登場する 1〜5

の 5項目の各カテゴリに該当する写真の枚数と全体の割合を算出した。（表 6）	

中田、陽、今宮、森、今村の 5 選手はビジネスライフよりも私生活に関する投稿の割合が高く、

特に陽については 80.4%であった。反対に松田はビジネスライフに関する投稿が 87.9%と特出し

ており、私生活に関する投稿も 6.9%であった。杉谷と西岡に関しては私生活についての投稿と

ビジネスライフについての投稿の割合がほぼ同じである。 

	

	

アスリートが登場している写真は全体で 1082 枚あり、49.5%であった。 
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選手別に見てみると、陽が 85.7%で自分が登場した写真を多く投稿している。一方、今村は

19.7%で最も少ない。ビジネスライフに関する写真を多く投稿している選手は、本人が登場して

いる写真が多くなる。	

	

また、A、B、C、D、E、F、G、I と 1、2、3、4、5の組み合わせのパターンは全部で 104 であった。H

と Jはについては組み合わせは存在せず、独立しているものである。(表 8)	

最も投稿枚数が多かったのは選手の私生活に関する A の写真で 390 枚。次いで動画 H の投

稿、選手の私生活と選手本人が私服を着用して写っている A3 の投稿、本人が写っていないビ

ジネスライフと野球に関係のある写真の組み合わせ BC の投稿、ユニフォームやスポーツウエア

を着用した選手本人が写っているビジネスライフと野球に関係のある写真の組み合わせ BC2 の

投稿と続いている。また、1 枚しか投稿のない組み合わせのパターンは 34 パターンで、全ての

組み合わせに対して 32.7%も存在している。	
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 選手の私生活に関する投稿である Aを含む組み合わせの写真は全部で 46パターン 1117枚

であった。一方、選手のビジネスライフに関する投稿である B を含む組み合わせの写真は全部

で 51パターン 896枚であった。	

	

第 6章 考察	

第 1節 フォロワー数について	

 フォロワー数上位 10選手の顔ぶれを見ると、近年クライマックスシリーズと日本シリーズに進出

しているチームに所属している選手やタイトルを獲得するなど成績が優れている選手であること

がわかる。クライマックスシリーズのファイナルステージ以上に進出すると地上波全国ネットのテ
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レビ中継もあり、スポーツニュースに取り上げられる機会も増える。さらにはオフシーズンのバラ

エティ番組や特番などへの出演に繫がる。知名度が上がることにより、ネットニュースに取り上げ

られる機会も増え、シーズンを通してメディアに露出する機会が増えることがフォロワー数の増加

に寄与していると考えられる。	

	

	

	

第 2節 フォロワー数上位選手の投稿内容について	

 全体的に私生活に関する投稿が多く、投稿内容に偏りがあることがわかった。 

 投稿内容によってフォロワー数が左右されているようには見受けられず、プロ野球選手として

プレーの中で高い成績を残していることが大きな要因であると言える。しかし、杉谷は例外であ

る。年間を通して 1 軍におらず、タイトルや受賞歴もない。杉谷が 2 位のフォロワー数を誇って

いる理由としては、オフシーズンのバラエティ番組の出演などといったメディア露出の機会が他
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の選手に比べて多く話題性が高いこと、また投稿内容が他の選手に比べて偏りが少なくバラエ

ティに富んでいることが寄与しているものと思われる。 

 

第 7 章 結論 

本研究では、プロ野球日本人選手の Instagram の利用状況とフォロワー数上位の 10 選手の投

稿写真の内容について分析をおこなった。調査の結果、上位の選手のみ著しくフォロワー数が

多いことがわかった。また、投稿内容については私生活の投稿の割合が競技に関するものよりも

多く、偏りがあることが明らかになった。 

 

第 8 章 研究の限界 

 本研究の限界点として、分類の難しさが挙げられる。一目見てどういった写真かわかりづらい

ものが多く、分類の解釈が妥当であるか疑問が残る。 

今回は上位 10 選手の分類のみに留まったが、マーケティングに活用するためには中位層と下

位層などを含んだサンプルにおいて検討する必要があると考えられる。 

 また、メディア露出などといったフォロワー数に影響を及ぼすと思われる要因についても検討

の余地がある。 

 

 

第 9 章 実践への提言 

 今後は、テレビやネットなどのメディアにニュースが取り上げられること、スポーツ番組の他にバ
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ラエティー番組など、多岐にわたるメディア露出がどのようにフォロワー数の増加につながるか検

討する必要がある。また Instagram 上でセルフプレゼンテーションやセルフブランディングをおこ

なった結果、メディア露出の増加に繋がるのかもあわせて検討することが、より効果的な投稿に

つながるはずである。 

 また、J リーグや B リーグなどに所属する国内のメジャースポーツの選手や MLB の選手との比

較をおこない、より詳細なデータを集めることが求められる。 
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